
災害の歴史

村松大火（死者２人）

建物被害、全焼・焼損１，３３７棟、消失・焼損面積１３５，２３１㎡

新潟市大火（行方不明者１人）

建物被害、全焼・焼損８９２棟、消失・焼損面積２１４，４４７㎡

第２室戸台風

建物被害、全壊２，５８１棟、半壊１万８，１４５棟

新潟地震（死者14人）

建物被害、全壊３，２７７世帯、半壊１０，９６６世帯、床上・下浸水１３，２１７世帯

７．１７の集中豪雨で水害

水稲共済、支払共済金　約８億円の（過去第７位の額）

８．２８の集中豪雨で水害（羽越水害・死者９６人・行方不明者３８人）

建物被害、全壊１，０６９棟、半壊２，０６２棟、床上浸水１万５，２１４棟

水稲共済、支払共済金　約１２億円（過去第５位の額）

家畜共済、多くの溺死事故が発生し本県初の異常事故

低温、少照、多雨で冷害、いもち病多発

水稲共済、支払共済金　約１６億円（過去第３位の額）

７月以降低温、寡照、山間地でいもち病が多発生、高冷地で冷害

水稲共済、支払共済金　約１０億円（過去第６位の額）

５、６月の低温日照不足、台風１５号

果樹共済、支払共済金　２億２，５４４万円

全樹種（ぶどう、なし、かき）と、ぶどう樹体共済で異常災害。

台風１０号のフェーン風、台風１８号の豪雨被害

水稲共済、支払共済金　約１３億円（過去第４位の額）

昭和５８年 昭和５９年豪雪（死者３４人）

　 ～５９年 建物被害、全壊１４棟、半壊５棟、床上浸水１７棟、床下浸水１８８棟

４月・晩霜、５月・降雹

９月・台風１９号（新潟地方気象台最大瞬間風速４５．５m/s観測史上最大）

果樹共済、全樹種に被害が発生、支払共済金　２億５，８２２万円

園芸施設共済、過去最高の金額被害率、支払共済金　１億８千万円、金額被害率・４．
９％

全国的な大冷害（記録的な低温・少照）

新潟県の作況指数８９｢著しい不良」

水稲共済・支払共済金・約２４億円（過去第２位の額）

大豆共済、過去２番目に高い金額被害率・１０．５％

果樹共済、結実不良、異常落果が発生

８月・台風１１号、９月・台風１３号等

果樹共済、落果被害が発生、支払共済金　２億２，０２９万円

昭和５６年

昭和５７年

平成３年

平成５年

昭和３９年

昭和４１年

昭和４２年

昭和５１年

昭和５５年

年 主な災害（共済金支払状況）

昭和２１年

昭和３０年

昭和３６年



災害の歴史

年 主な災害（共済金支払状況）

４月・記録的な降雪、６月、８月・強風、９月・低温等

果樹共済、全樹種で被害が発生、支払共済金　１億７，１６０万円

集中豪雨(新潟市の日降水量２６５mm)、台風５号、７号、１０号等

園芸施設共済、支払共済金　１億８千万円、金額被害率・２．８％

７．１３梅雨前線豪雨（死者１５人）

　 建物被害 全壊７０棟、半壊５，３５４棟、床上浸水２，１４１棟

相次ぐ台風襲来（６号、１５号、１６号、１８号、２１号、２２号、２３号等）

水稲共済、支払共済金・約２７億円（過去最高額）

大豆共済、過去最大の被害、

支払共済金　２億９，１６３万円、金額被害率・２０．６％

果樹共済、収穫共済全樹種で異常災害、制度始まって以来最高の

支払共済金　４億１，６４６万円

園芸施設共済、過去最高の支払共済金　１億９千万円、金額被害率・２．６％

中越大震災（死者６７人）

　 建物被害 全壊３，１７５棟、大規模半壊２，１６６棟、半壊１万１，６３８棟

　 建物共済、震災関係支払共済金　約２４億円

　 山古志村全村避難、取り残された牛を陸・空から救出。

　 家畜共済、震災関係支払共済金　約２，３８０万円

中越沖地震（死者１１人）

建物被害 全壊１，２４４棟、大規模半壊８２４棟、半壊４，４２３棟（１０月１５日現在）

水稲登熟期の記録的な高温、少雨による品質低下被害

うるち米一等級比率が過去最低の２１％

水稲共済品質方式の支払共済金は約４億円（平成１６年の導入以来最高額）

宮崎県で口蹄疫が大流行

平成２３年７月新潟・福島豪雨 （死者４人）

建物被害　全壊４１棟、半壊８０８棟、一部損壊３１棟（平成２３年１２月２８日現在）

水稲共済、支払共済金　約８億円（過去第８位の額）

大豆共済、過去２番目の被害

支払共済金　１億４，１７３万円、金額被害率７．４％

果樹共済、ぶどう、なし、ももに甚大な被害

６月下旬の多雨、日照不足により、かきで異常な落果被害が発生

支払共済金　１億７，０３９万円

長野県北部地震

建物被害 全壊２９棟、半壊２５８棟、一部損壊２，０８８棟（平成２４年３月９日現在）

４月の爆弾低気圧（佐渡市最大瞬間風速４３．５㍍/秒）

園芸施設共済、支払共済金　過去最高の２億４千万円、金額被害率３．１％

平成８年

平成１０年

平成１６年

平成１９年

平成２２年

平成２３年

平成２４年



災害の歴史

年 主な災害（共済金支払状況）

記録的な多雨により、そば共済で過去最大の被害

そば共済、支払共済金　２，９５８万円、金額被害率２８．８％

８．２５～２６日の台風１５号（風害）、９．９～１０日の台風１８号（水害）による被害

水稲共済、支払共済金　約１１億円

下越北地帯の作況指数 ９１「不良」

４月の降霜、８月の台風１５号、病害によりなしに甚大な被害

果樹共済、支払共済金　１億２，５８１万円

７月～８月の高温少雨、８月の強風、台風２１号等

水稲共済、支払共済金　８億４，０３７万円

佐渡の作況指数 ８６「著しい不良」

水稲出穂後のフェーン、出穂前後の長期にわたる高温により品質低下被害

コシヒカリ一等級比率が２５．７％

７月の多雨、８月以降の高温少雨により大豆共済で過去２番目の被害額

支払共済金１億７,３０７万円、金額被害率１２．８％

１２月、１月の記録的な豪雪

園芸施設共済で支払共済金　２億２千万円、金額被害率２．０％

能登半島地震（死者６人）

建物被害　全壊１１１棟、半壊４，１６３棟、一部損壊２１，２６４棟

建物共済、支払共済金　１２億９，５１６万円（令和８年３月３１日現在）

令和６年

令和元年

平成３０年

平成２５年

平成２７年

令和２年 


